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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：科学教育・教育工学，教育工学 
キーワード：保育支援 ，集団活動，RFID，幼児向けソフト 
 
１．研究計画の概要 
 本研究では，パーソナルコンピュータ（以
下，PC と記す）上のさまざまな操作を幼児
だけで行うことにより,幼児の主体的活動を
支援することを目的とした幼児用ソフトウ
ェアの実現および長期的な試用を行う．これ
により，幼児教育における PC 利用の意義を
「就学前教育」として捉えるのではなく，遊
具の一つとして幼児らだけで遊べる新たな
可能性を見出す． 
 
２．研究の進捗状況 
 本研究の進捗状況について、年度ごとに報
告する。 
 
(1)2008 年度 
 我々は，上記の目的を達するために，活動
的な集団保育の一部に PC を利用するシステ
ムである宝探しゲーム支援ソフトウェアを
試作した．そのソフトウェアの中で，RFID
システムを利用することでゲーム中の操作
を幼児自身が全て行うことを実現している． 

実際に，ある幼稚園の協力のもと，保育時
間内に 5 歳児を対象とした 2 クラスで試用を
行った．しかし，事前設定は保育者が行うこ
とを前提としたため，幼児は保育者の意図し
た行動しかできず，主体性に欠けるとともに，
気軽に利用できないという問題点が残った．
また，従来の保育に組み込めるような利用方
法の例示が少なく，長期的な試用が難しいな
ども挙げられた． 
 
(2)2009 年度 
 試作したソフトウェアの長期的試用を実
現するために，ある保育園の協力のもと，通
常の保育との関連性を重視し，通常の保育の

中で作り出した世界を発展させるための道
具としてのコンピュータ利用を試みるべく
試用・観察を行った． 

具体的には，宝探しゲーム支援ソフトウェ
アを用いた保育活動の題材に，1 年間の保育
計画の中で重要な位置を占めていたある絵
本のストーリーやキャラクタを取り入れる
ことで，通常の保育との関連性を見出し，「宝
探しゲーム」がその中で起こった 1 つの出来
事となることを目指した． 
その結果，通常の保育との関連性が高まり，

保育における自然な形での PC 利用の可能性
を示すことができた． 
 
(3)2010 年度 
従来本ソフトウェアでは幼児らのコンピ

ュータ操作に RFID を利用していたが，取扱
いが容易であるバーコードへと宝探しゲー
ム支援ソフトウェアを改良した． 
そして，今回の改良が有効であるか確認す

るために，小規模な試用を行った．その際，
幼児らのみで宝探しゲームを行った． 
その結果，年長児（6 歳児）であれば，保

育者や試用補助者が行っていた事前準備か
ら実際の宝探しゲームまでをスムーズに操
作でき，楽しめることが確認された． 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
 
【理由】 
 本研究の目的である PC を幼児が主体的に
活動できるよう，年度ごとに試用を行い，そ
の結果から浮き彫りになった問題点に対し
て，ソフトウェアのさらなる改良を行ってき
た．これにより，PC を教育の道具としてで
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はなく，遊具のひとつと捉えられるようにな
りつつある．具体的には，本ソフトウェアを
保育者が保育時間内に利用しやすい，幼児ら
だけで本ソフトウェアを利用できるなど，段
階を踏んで実現してきた． 
 
４．今後の研究の推進方策 

最終年度である 2011 年度は次のような手
順で本研究を進める予定である。 
 
(1)2010 年度の幼児らのみによる試用で明
らかになった問題点をもとに，本ソフトウ
ェアの改良を行う． 
 
(2)改良した本ソフトウェアを用いて，試験
的な試用を行い，長期的な試用の可能性を
十分に検討するとともに，本研究の目的に
合ったソフトウェアを完成させる． 
 
(3)上記，(1)(2)と並行して，2009 年度に
行った試用結果をもとに，保育現場におけ
る幼児らのみでの長期的な試用方法の検討
を行う． 
 
(4)検討した試用方法に基づき，完成させた
ソフトウェアを用いて，幼稚園もしくは保
育園の保育時間内での長期的な試用を行う． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
〔雑誌論文〕（計 5 件） 
① 幼稚園におけるバーコードを利用したコ
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和，子ども博物館楽校 4，チルドレンズ
ミュージアム研究会編集， pp.49-54
（2009.3）査読無 

② 保育における日常の保育との関連性を重
視した「宝探しゲーム」の実践，大即洋
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